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Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

（障 害 者
しょうがいしゃ

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
いんたーなしょなる

）北海道
ほっかいどう

ブロック
ぶ ろ っ く

会議
かいぎ

設立
せつりつ

趣意書
しゅいしょ

 

～Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

札幌
さっぽろ

大会
たいかい

の成果
せいか

を引き継ぎ
ひ  つ  

、北海道
ほっかいどう

の当事者
とうじしゃ

運動
うんどう

につなげるために～ 

 

2002年
ねん

10月
がつ

に札幌
さっぽろ

で開催
かいさい

した第６回
だい  かい

Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

世界
せかい

会議
かいぎ

札幌
さっぽろ

大会
たいかい

（ 以下
い か

、札幌
さっぽろ

大会
たいかい

）は、110 の国
くに

と地域
ちいき

か

ら 3 ,113名
めい

の参加者
さんかしゃ

を迎え
むか  

、延べ 3
の   

 ,300名
めい

の市民
しみん

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

と多く
おお  

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や個人
こじん

の 協 力
きょうりょく

を得て
え  

開催
かいさい

することができました。 

そして、国
くに

、民族
みんぞく

、 宗 教
しゅうきょう

そして障 害
しょうがい

の多様さ
たよう  

など、様々
さまざま

な違い
ちが  

を超えて
こ   

障 害 者
しょうがいしゃ

の「完全
かんぜん

参加
さんか

と平 等
びょうどう

」

を実現
じつげん

するための活発
かっぱつ

な意見
いけん

や情 報
じょうほう

の交換
こうかん

、そして、交 流
こうりゅう

を行ない
おこ    

、成功
せいこう

のうちに札幌
さっぽろ

大会
たいかい

を閉会
へいかい

するこ

とができました。  

私 た ち
わたし     

はこの大会
たいかい

を通じて
つう    

、世界
せかい

の様々
さまざま

な障 害 者
しょうがいしゃ

の現 状
げんじょう

と課題
かだい

から、そうした 状 況
じょうきょう

を解決
かいけつ

するため

には、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の確立
かくりつ

が世界
せかい

規模
き ぼ

で必要
ひつよう

とされていることをあらためて認識
にんしき

しました。 

それは、札幌
さっぽろ

宣言
せんげん

で示された
しめ      

ように、具体的
ぐたいてき

なものとして、国際的
こくさいてき

には、「障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

」を、国内的
こくないてき

に

は、「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」の制定
せいてい

を障 害
しょうがい

当
とう

事者
じしゃ

自身
じしん

の声
こえ

と運動
うんどう

によりつくりあげることの必要性
ひつようせい

も認識
にんしき

しま

した。  

しかし、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

確立
かくりつ

を宣言
せんげん

し 終 了
しゅうりょう

した札幌
さっぽろ

大会
たいかい

の翌年
よくとし

の 1月
がつ

に、社会
しゃかい

福祉
ふくし

基礎
き そ

構造
こうぞう

改革
かいかく

として、

厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が示した
しめ    

支援費
し え ん ひ

制度
せいど

の内容
ないよう

に対して
たい   

全国
ぜんこく

の障 害 者
しょうがいしゃ

は、怒
いか

りと不安
ふあん

の声
こえ

を上げました
あ     

。重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の基盤
きばん

を奪おう
うば    

とした内容
ないよう

に対して
たい    

、日本
にほん

全国
ぜんこく

の障 害 者
しょうがいしゃ

は、連日
れんじつ

にわたり、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

に集 合
しゅうごう

し抗議
こうぎ

行動
こうどう

を展開
てんかい

しました。不十分
ふじゅうぶん

ながらも一定
いってい

の成果
せいか

を挙げた
あ   

この行動
こうどう

は、札幌
さっぽろ

大会
たいかい

が障 害 者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

のゴール
ご ー る

ではなく、新た
あら  

なスタート
す た ー と

であることを 私
わたし

たちに示す
しめ  

とともに、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

自身
じしん

が声
こえ

をあげ行動
こうどう

をし

なければ、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

の確立
かくりつ

と尊厳
そんげん

が守られない
まも        

ことを示す
しめ  

ものでもありました。 

私
わたし

たちはどのような時代
じだい

、どのような環 境
かんきょう

の下
もと

でも、障 害 者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

の確立
かくりつ

、人
ひと

としての尊厳
そんげん

の確保
かくほ

、そし

て、当
あ

たりまえの生活
せいかつ

ができるような生活
せいかつ

基盤
きばん

と環 境
かんきょう

の整備
せいび

を進
すす

めなければなりません。  

そのためには、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

運動
うんどう

が結束
けっそく

を固め
かた  

、より確か
たし  

な力 量
りきりょう

を身
み

につけなければならないと 考
かんが

えます。  

私
わたし

たちは、札幌
さっぽろ

大会
たいかい

の成果
せいか

をより大きく
おお    

発展
はってん

させるために、また、道内
どうない

の障 害 者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

の行動
こうどう

と連帯
れんたい

を強め
つよ  

、

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

を確立
かくりつ

する当事者
とうじしゃ

運動
うんどう

の中 心 軸
ちゅうしんじく

としての役割
やくわり

を果たして
は    

いくために、「Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

北海道
ほっかいどう

ブロック
ぶ ろ っ く

会議
かいぎ

」の必要性
ひつようせい

を感じて
かん   

います。 

私
わたし

たちは、札幌
さっぽろ

大会
たいかい

の開催
かいさい

趣意書
しゅいしょ

などの中
なか

で「大会
たいかい

までに何
なに

をつくり、大会後
たいかいご

に何
なに

を残す
のこ  

のか？」、「大会
たいかい

の

真
しん

の成功
せいこう

と開催
かいさい

した意義
い ぎ

は、歴史
れきし

が評価
ひょうか

する。」そして、「大会
たいかい

を単
たん

なるイベント
い べ ん と

には、終わらせたく
お      

ない。」と

言って
い   

きました。 

大会
たいかい

テーマ
て ー ま

である「すべての障 壁
しょうへき

を取り除き
と  の ぞ  

、違い
ちが  

と権利
けんり

を祝おう
いわ    

」。スローガン
す ろ ー が ん

である「なくそうバリア
ば り あ

ふ

やそう 心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

」を現実
げんじつ

のものとするために、 私
わたし

たちは、Ｄ Ｐ
でぃーぴー

I
あい

の旗
はた

のもと、新た
あら  

な運動
うんどう

をここに

スタート
す た ー と

します。                              

2003年
ねん

９月
がつ

2 7日
にち

 

 Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

 北海道
ほっかいどう

ブロック
ぶ ろ っ く

会議
かいぎ

設立
せつりつ

発起人
ほっきにん

一同
いちどう
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発起人
ほっきにん

名簿
めいぼ

 

発起人
ほっきにん

代 表
だいひょう

 神
かん

  田
だ

  直
なお

  也
や

（社団
しゃだん

法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

） 

発
ほっ

 起
き

 人
にん

  赤
あか

  坂
さか

     勝
まさる

（社団
しゃだん

法人
ほうじん

北海道
ほっかいどう

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

）  

浅
あさ

  香
か

  博
ひろ

  文
ふみ

（社団
しゃだん

法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

事務局
じむきょく

次長
じちょう

） 

阿
あ

  部
べ

  史
し

  郎
ろう

（北海道
ほっかいどう

青い
あお  

芝
しば

の会
かい

会 長
かいちょう

）  

今
いま

  田
だ

  雅
まさ

  子
こ

（北
きた

のポリオ
ぽ り お

の会
かい

会 長
かいちょう

）  

太
おお

  田
た

  隆
たか

  男
お

（精神
せいしん

障 害
しょうがい

回復者
かいふくしゃ

社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

協 会
きょうかい

事務
じ む

局 長
きょくちょう

／社会
しゃかい

参加
さんか

共 同
きょうどう

作業所
さぎょうじょ

） 

小山内
お さ な い

  美智子
み ち こ

 （札幌
さっぽろ

いちご会
かい

会 長
かいちょう

）  

小
お

  田
だ

      隆
たかし

（財団
ざいだん

法人
ほうじん

北海道
ほっかいどう

難 病 連
なんびょうれん

代 表
だいひょう

理事
り じ

）  

金
かね

  田
だ

      正
ただし

（社団
しゃだん

法人
ほうじん

日本
にほん

オストミー
お す と み ー

協 会
きょうかい

札幌
さっぽろ

支部支
し ぶ し

部長
ぶちょう

）  

川
かわ

  見
み

  俊
とし

  男
お

（N P O
えぬぴーおー

 法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

肢体
したい

障 害 者
しょうがいしゃ

協 会
きょうかい

理事長
りじちょう

）  

香
こう

  西
さい

  和
かず

  則
のり

（釧路
くしろ

在宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

の会
かい

）  

小
こ

  谷
たに

  晴
せい

  子
こ

（N P O
えぬぴーおー

 法人
ほうじん

札幌
さっぽろ

アシストセンター
あ し す と せ ん た ー

・マザー
ま ざ ー

理事長
りじちょう

）  

斉
さい

  藤
とう

     績
いさお

（社団
しゃだん

法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

）  

佐
さ

  藤
とう

  勝
かつ

  美
み

（北海道
ほっかいどう

盲導犬
もうどうけん

協 会
きょうかい

視覚
しかく

障 害
しょうがい

仲間会
なかまかい

会 長
かいちょう

）  

佐
さ

  藤
とう

  喜
き

美代
み よ

（N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター
せ ん た ー

さっぽろ理事長
りじちょう

）  

佐
さ

  藤
とう

  正
まさ

  尋
ひろ

（全国
ぜんこく

公的
こうてき

介護
かいご

保障
ほしょう

要 求 者
ようきゅうしゃ

組合
くみあい

北海道
ほっかいどう

支部
し ぶ

代 表
だいひょう

）  

高
たか

  橋
はし

  幸
さち

  子
こ

（札幌市中途難失聴者
さっぽろしちゅうとなんしつちょうしゃ

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

）  

竹
たけ

  田
だ

      保
たもつ

（N P O
えぬぴーおー

 法人
ほうじん

ホップ
ほ っ ぷ

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

代 表
だいひょう

理事
り じ

）  

谷
たに

  川
かわ

  弘
ひろ

  治
はる

（北海道
ほっかいどう

失語症
しつごしょう

札幌
さっぽろ

支部
し ぶ

「北
きた

の会
かい

」会 長
かいちょう

）  

檀
だん

  上
じょう

  輝
てる

  男
お

（喉頭
こうとう

摘 出 者
てきしゅつしゃ

福祉
ふくし

団体
だんたい

「北鈴会
ほくれいかい

」札幌
さっぽろ

支部支
し ぶ し

部長
ぶちょう

）  

土
ど

  井
い

  正
しょう

  三
ぞう

（小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうじょ

あしの会
かい

会 長
かいちょう

）  

西
にし

  村
むら

  正
まさ

  樹
き

（N P O
えぬぴーおー

 法人
ほうじん

Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

日本
にほん

会議
かいぎ

副議長
ふくぎちょう

）  

幡
はた

  本
もと

  慎
しん

一郎
いちろう

（北海道
ほっかいどう

ストローク
す と ろ ー く

(脳
のう

卒 中
そっちゅう

)友
とも

の会
かい

会 長
かいちょう

）  

濱
はま

  田
だ

  勝
かつ

  夫
お

（旭 川
あさひかわ

障 害 者
しょうがいしゃ

問題
もんだい

を考 え る
かんが    

会
かい

）  

本
ほん

  間
ま

  秀
ひで

  行
ゆき

（全国
ぜんこく

インターネット
い ん た ー ね っ と

患者会
かんじゃかい

 i d d m
あいでぃーでぃーえむ

.21会 長
かいちょう

）  

松
まつ

  野
の

  正
まさ

  勝
かつ

（日本
にほん

心臓
しんぞう

ペースペーカー
ぺ ー す ぺ ー か ー

友
とも

の会
かい

札幌
さっぽろ

支部
し ぶ

相談役
そうだんやく

）  

三
み

  浦
うら

  正
まさ

  春
はる

（北風
きたかぜ

の会
かい

会 長
かいちょう

）  

宮
みや

  下
した

      高
たかし

（交通権
こうつうけん

を考える
かんが   

連 絡 協
れんらくきょう

議会
ぎかい

事務
じ む

局 長
きょくちょう

）  

山
やま

  崎
ざき

  多美子
た み こ

（北海道
ほっかいどう

精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

回復者
かいふくしゃ

クラブ
く ら ぶ

連合会
れんごうかい

会 長
かいちょう

）  

我
わが

  妻
つま

      武
たけし

（障 害 者
しょうがいしゃ

情報誌
じょうほうし

メビウス
め び う す

代 表
だいひょう

）  

 

（ 五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

）  


